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モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
進
歩
を
続
け
て
き

た
。
多
地
域
・
多
言
語
に
ま
た
が
る
領
域
を
版
図
と
し
た
こ
の
帝
国

の
全
体
像
を
描
こ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
複
数
言
語
を
読
み
込
み

複
眼
的
な
視
野
で
も
っ
て
対
象
に
あ
た
る
必
要
が
出
て
く
る
。
日
本

の
学
界
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
本
田
實
信
（
一
九
二
三
―
一
九
九
九

年
）
の
一
連
の
研
究
は
、
こ
の
分
野
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
の
重
要

性
を
知
ら
し
め
る
の
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漢
語
史
料
も

随
所
に
引
用
さ
れ
る
（
１
）

。
モ
ン
ゴ
ル
語
史
料
を
知
悉
し
た
岡
田
英
弘

（
一
九
三
一
―
二
〇
一
七
年
）
も
、
そ
の
研
究
は
モ
ン
ゴ
ル
語
と
漢

語
お
よ
び
個
々
の
史
料
世
界
に
対
す
る
確
か
な
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
（
２
）
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
そ
の
も
の
を
認

知
さ
せ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
杉
山
正
明
の
研
究
は
、
こ
の
分
野

の
史
料
言
語
の
二
柱
が
漢
語
と
ペ
ル
シ
ア
語
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認

識
さ
せ
て
く
れ
る
（
３
）

。
二
〇
一
八
年
、
日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
学
界

は
、
こ
う
し
た
多
言
語
史
料
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
可
能
性
を

持
つ
作
品
を
得
た
。そ
れ
が
宮
紀
子
に
よ
る『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の「
知
」

の
東
西
』
で
あ
る
（
４
）
。
宮
は
博
士
論
文
を
基
に
完
成
さ
せ
た
『
モ
ン
ゴ

ル
時
代
の
出
版
文
化
』
で
こ
の
分
野
で
の
名
声
を
確
か
な
も
の
と
し

た
（
５
）
。
元
々
は
中
国
文
学
の
出
身
な
が
ら
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
漢
語
史

料
の
鋭
い
読
解
を
縦
糸
に
、
一
三
・
一
四
世
紀
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

歴
史
世
界
へ
の
確
か
な
理
解
を
横
糸
に
重
ね
て
そ
の
後
も
重
要
な
研

究
を
次
々
と
編
ん
で
き
た
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
交
流

を
テ
ー
マ
に
上
梓
さ
れ
た
本
書
は
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
大
き
く
分

け
れ
ば
上
巻
は
主
に
漢
語
史
料
を
中
心
に
分
析
し
た
既
出
論
文
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
下
巻
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
彼
女
の
主

戦
場
で
あ
っ
た
漢
語
史
料
群
の
枠
を
大
き
く
飛
び
越
え
、
ペ
ル
シ
ア

語
史
料
を
も
駆
使
し
て
書
か
れ
た
編
著
の
章
や
書
き
下
ろ
し
の
論
文

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
以

後
の
彼
女
の
一
〇
年
以
上
の
研
鑽
努
力
の
結
晶
と
も
い
え
る
部
分
と

な
っ
て
い
る
。
宮
の
こ
れ
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
に
対
す
る

貢
献
の
大
き
さ
を
思
え
ば
、
同
分
野
の
研
究
者
は
こ
の
業
績
に
向
き

合
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
主
に
ア
ラ
ビ
ア
文
字
史
料
か
ら
こ

の
時
代
の
天
文
学
交
流
を
研
究
し
て
い
る
身
と
し
て
は
、
こ
の
書
で

展
開
さ
れ
る
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
の
全
て
に
対
応
す
る
だ
け
の
力
は
到

書
　
評

　
宮
紀
子

　『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』

　（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）

　
諫
早
　
庸
一
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底
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
未
来
と
な
る
本
書
の
理
解
に

対
し
て
些
か
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
、
無
理
を
承
知
の
上
で
書
評
の

筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ま
ず
は
上
下
巻
二
〇
章
に
も
及
ぶ
本
書

の
各
章
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
史
料
お
よ
び
ト
ピ
ッ
ク

を
中
心
に
―
―
時
と
し
て
そ
の
意
義
を
明
言
し
つ
つ
―
―
そ
の
内
容

を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
「
口
絵
解
説
―
―
序
に
か
え
て
―
―
」。
上
巻
の
冒
頭
に

は
四
〇
に
及
ぶ
口
絵
が
並
べ
ら
れ
、
こ
の
作
品
に
彩
り
を
添
え
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
導
入
部
が
「
口
絵
解
説
」
と
題
さ
れ
た
七
〇

頁
以
上
に
わ
た
る
文
章
で
あ
る
。
副
題
に
「
序
に
か
え
て
」
と
あ
る

よ
う
に
、
実
質
こ
れ
が
本
書
の
序
章
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
口

絵
の
い
ず
れ
も
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
（
一
二
〇
六
―
一
三
六
八
年
）

の
東
西
文
化
交
流
の
貴
重
な
証
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
説
が
、

こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
総
数
二
〇
を
数
え
る
諸
章
の
「
さ
わ
り
」
と

も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
口
絵
二
三
「
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン

を
と
り
ま
く
都
堂
の
高
官
た
ち
」の
解
説
で
は
ペ
ル
シ
ア
語
史
書『
集

史
（Jām

īʿ al-Taw
ārīkh

）』「
ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
紀
」
に
述
べ
ら

れ
る
大
元
ウ
ル
ス
（
６
）
高
官
の
位
階
が
漢
語
史
料
の
そ
れ
と
よ
く
合
致
す

る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
官
制
や
公
文
書
に
見
ら
れ

る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
東
西
を
貫
く
共
通
性
の
指
摘
・
詳
述
は
、
本
書
の

根
幹
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
書
を
極
め
て
重
要
な
も
の
に
し
て
い
る

要
素
の
一
つ
で
も
あ
る
。
こ
の
序
章
の
最
後
に
は
本
書
に
一
貫
す
る

徹
底
し
た
原
典
主
義
が
宣
言
さ
れ
、漢
文
史
料
に
つ
い
て
は
原
文
が
、

ペ
ル
シ
ア
語
や
イ
タ
リ
ア
語
に
関
し
て
は
翻
訳
が
提
示
さ
れ
る
こ
と

が
語
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
東
西
文
化
交
流
を
解
析
す
る
に
あ

た
っ
て
漢
語
と
双
璧
を
為
す
ペ
ル
シ
ア
語
、
こ
の
読
解
に
も
宮
は
挑

戦
す
る
の
で
あ
る
。
高
い
漢
文
読
解
力
は
こ
れ
ま
で
の
彼
女
の
研
究

の
礎
で
あ
る
。
一
方
で
ペ
ル
シ
ア
語
読
解
の
精
粗
は
、
本
書
の
質
を

左
右
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
部
「
日
出
づ
る
処
の
資
料
よ
り
」
で
は
日
本
に
残
る
大
元
ウ

ル
ス
期
の
史
料
の
重
要
性
が
示
さ
れ
る
。
第
一
章
「
対
馬
宗
家
旧
蔵

の
元
刊
本
『
事
林
広
記
』
に
つ
い
て
」
お
よ
び
第
二
章
「
叡
山
文
庫

所
蔵
の
『
事
林
広
記
』
写
本
に
つ
い
て
」
で
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
東

ア
ジ
ア
の
「
知
」
を
絵
入
り
で
体
現
す
る
百
科
事
典
『
事
林
広
記
』

が
考
察
の
中
心
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
扱
わ
れ
る
対
馬
宗
家
の

元
刊
本
お
よ
び
叡
山
文
庫
に
伝
わ
る
写
本
は
、
い
ず
れ
も
宮
が
見
出

し
た
最
初
期
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
ら
の
官
制
・
法
制
の

部
分
に
は
既
知
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
ま
っ
た
く
得
ら
れ
な
か
っ
た
情

報
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
。第
二
章
に
付
さ
れ
た
二
篇
の
附
論「
陳

元
靚
『
博
聞
録
』
攷
」
お
よ
び
「
新
た
な
る
『
事
林
広
記
』
版
本
の

発
見
に
む
け
て
」
も
『
事
林
広
記
』
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
前
者

が
『
事
林
広
記
』
の
前
身
で
あ
る
『
博
聞
録
』
に
つ
い
て
、後
者
が
『
事

林
広
記
』
の
さ
ら
な
る
テ
ク
ス
ト
の
発
見
可
能
性
に
つ
い
て
、
と
く

に
「
抄
物
」
の
重
要
性
の
指
摘
と
併
せ
て
語
る
。
第
三
章
「
江
戸
時
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代
に
出
土
し
た
博
多
聖
福
寺
の
銀
錠
に
つ
い
て
」
で
は
博
多
か
ら
出

土
し
た
銀
錠
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
降
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
に
広
く
流

通
し
た
代
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
第
四
章
「『
卜
筮
元
亀
』

と
そ
の
周
辺
」
で
は
『
周
易
』
の
注
釈
に
比
べ
て
低
俗
な
も
の
と
し

て
じ
ゅ
う
ら
い
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
断
易
の
類
で
あ
る
『
卜
筮

元
亀
』
が
再
評
価
さ
れ
る
。

　
第
二
部
「
大
元
ウ
ル
ス
の
宗
教
政
策
」
は
三
章
か
ら
成
る
。
第
五

章「
歴
代
カ
ア
ン
と
正
一
教
―
―『
龍
虎
山
志
』の
命
令
文
よ
り
―
―
」

で
は
道
教
教
団
、
正
一
教
が
一
三
一
三
年
に
時
の
カ
ア
ン
、
ア
ユ
ル

バ
ル
ワ
ダ
（
治
世
一
三
一
一
―
一
三
二
〇
年
）
の
聖
旨
の
下
、
元
明

善
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
龍
虎
山
志
』
に
集
録
さ
れ
る
大
元
ウ
ル
ス

発
令
の
大
量
の
命
令
文
・
碑
記
を
通
じ
て
分
析
に
付
さ
れ
、
大
元
ウ

ル
ス
に
よ
る
南
北
統
一
（
一
二
七
五
年
）
か
ら
延
祐
初
年
（
一
三
一
四

年
）ま
で
の
正
一
教
の
歴
史
が
丁
寧
に
跡
付
け
ら
れ
る
。
第
六
章「
庇

護
さ
れ
る
孔
子
の
末
裔
た
ち
―
―
徽
州
文
書
に
の
こ
る
衍
聖
公
の
命

令
書
―
―
」
で
は
道
教
を
扱
っ
た
第
五
章
に
続
い
て
儒
教
が
主
題
と

な
る
。
孔
子
の
末
裔
た
る
曲
阜
孔
家
の
ト
ッ
プ
で
、
全
国
の
儒
学
を

統
べ
る
立
場
に
あ
っ
た
衍
聖
公
が
発
給
し
た
文
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
期
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た

現
状
を
踏
ま
え
、
徽
州
出
身
の
明
代
の
大
物
官
僚
で
あ
っ
た
程
敏
政

が
編
纂
し
た
『
新
安
文
献
志
』
に
収
録
さ
れ
る
元
朝
末
期
の
衍
聖
公

の
命
令
文
の
、と
く
に
大
元
ウ
ル
ス
最
末
期
の
至
正
年
間（
一
三
四
一

―
一
三
七
〇
年
）
に
衍
聖
公
が
発
給
し
た
「
元
給
孔
氏
子
孫
遊
学
文

憑
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
七
章
「
地
方
神
の
加
封
と
祭
祀 

―
―
『
新

安
忠
烈
廟
神
紀
実
』
よ
り
―
―
」
で
は
徽
州
に
関
わ
る
文
書
群
が
扱

わ
れ
る
。
書
物
の
中
に
残
さ
れ
た
徽
州
の
文
書
の
重
要
性
を
主
張
す

る
宮
が
対
象
と
す
る
の
は
、
徽
州
に
あ
る
忠
烈
廟
と
そ
こ
に
祀
ら
れ

る
汪
華
（
五
八
六
―
六
四
九
年
）
の
後
裔
で
あ
る
。『
新
安
忠
烈
廟

神
紀
実
』
な
る
書
物
に
見
え
る
大
元
ウ
ル
ス
期
の
文
書
数
通
の
分
析

を
通
じ
て
「
も
う
ひ
と
つ
の
徽
州
文
書
研
究
の
可
能
性
（
７
）

」
が
提
示
さ

れ
る
。

　
第
三
部
「
ケ
シ
ク
か
ら
み
た
大
元
ウ
ル
ス
史
」
は
第
八
章
「
バ
ウ

ル
チ
た
ち
の
勧
農
政
策
―
―
『
農
桑
輯
要
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
―

―
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
章
の
主
題
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
の
帝
国
領

で
重
視
さ
れ
た
勧
農
政
策
で
あ
り
、
特
に
大
元
ウ
ル
ス
に
お
け
る
そ

の
統
括
機
関
た
る
大
司
農
司
―
―
名
称
に
は
変
動
あ
り
―
―
と
そ
の

編
纂
物
と
し
て
我
々
に
伝
わ
る
『
農
桑
輯
要
』
で
あ
る
。
第
九
章
「
ブ

ラ
ル
グ
チ
再
考
―
―
カ
ネ
と
ち
か
ら
の
闘
争
史
―
―
」
で
扱
わ
れ
る

の
は
そ
の
職
掌
が
主
と
し
て
、
鷹
鶻
や
馬
疋
、
刀
剣
な
ど
の
遺
失
物

全
般
の
保
管
に
あ
っ
た
「
ブ
ラ
ル
グ
チ
」
で
あ
る
。
こ
の
語
を
見
直

す
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
馬
制
・
軍
政
全
体
の
把
握
、『
元
史
』

の
志
の
見
直
し
、ケ
シ
ク
制
や
ジ
ャ
ム
チ
制
の
解
明
、さ
ら
に
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
規
模
の
馬
貿
易
お
よ
び
奴
隷
交
易
の
分
析
の
手
掛
か
り
と
な

る
。
上
巻
最
後
の
第
一
〇
章
「
モ
ン
ゴ
ル
・
バ
ク
シ
と
ビ
チ
ク
チ
た
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ち
」
の
分
析
対
象
は
ハ
ン
の
侍
従
集
団
と
も
い
う
べ
き
「
ケ
シ
ク
／

怯
薛
」
の
な
か
で
も
特
に
文
書
起
草
に
関
連
す
る
「
ビ
チ
ク
チ
／
必

闍
赤
」
と
「
バ
ク
シ
／
師
傅
・
師
父
」
で
あ
り
、
彼
ら
の
職
掌
が
ペ

ル
シ
ア
語
の
文
書
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
書
記
典
範
（D

astūr al-K
ātib

）』

に
収
録
さ
れ
る
任
命
書
か
ら
分
析
さ
れ
る
。

　
下
巻
は
第
四
部
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
の
文
化
交
流
」
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
冒
頭
、
第
一
一
章
「
移
剌
楚
才
『
西
遊
録
』
と
そ
の
周
辺
」
で

考
察
の
中
心
と
な
る
の
は
移
剌
楚
才
（
一
一
九
〇
―
一
二
四
四
年
）

―
―
宮
は
人
口
に
膾
炙
し
た
「
耶
律
楚
材
」
の
名
を
通
称
と
し
て
い

る
―
―
と
く
に
彼
が
編
集
・
刊
行
し
た
『
西
遊
録
』
で
あ
る
。
そ
の

題
名
が
想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、
そ
の
内
容
の
多
く
は
当

時
華
北
で
活
躍
し
て
い
た
新
興
の
道
教
教
団
、
全
真
教
に
対
す
る
批

判
で
あ
っ
た
。
そ
の
所
以
は
彼
の
華
北
経
営
へ
の
野
望
に
帰
せ
ら
れ

る
。
第
一
二
章
「
フ
レ
グ
大
王
と
中
国
学
―
―
常
徳
の
旅
行
記
よ
り

―
―
」
で
は
、
前
章
と
同
じ
く
漢
語
で
「
西
行
」
を
記
し
た
テ
ク
ス

ト
が
主
眼
に
置
か
れ
る
。
そ
れ
が
一
二
六
三
年
に
劉
郁
の
手
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
「
西
使
記
」
で
あ
り
、
そ
の
使
い
と
は
常
徳
な
る
官
僚

で
あ
っ
た
。
医
学
に
精
通
し
て
い
た
常
徳
は
第
四
代
カ
ア
ン
、
モ
ン

ケ
（
治
世
一
二
五
一
―
一
二
五
九
年
）
に
よ
る
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

「
知
」
の
包
括
―
―
暦
や
度
量
衡
の
統
一
、
世
界
地
図
の
編
纂
、
東

西
の
薬
の
総
覧
―
―
の
た
め
の
政
策
を
背
景
に
、
医
薬
の
情
報
を
集

め
る
べ
く
西
域
は
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
（
一
二
五
六
頃
―
一
三
五
七
年
）

へ
と
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
の
附
論
「
マ
ラ
ー
ガ
司
天

台
と
『
イ
ル
・
カ
ン
天
文
表
』
に
つ
い
て
」
で
扱
わ
れ
る
の
は
天
文

学
で
あ
る
。
第
一
三
章
「
モ
ン
ゴ
ル
王
族
と
漢
児
（
キ
タ
イ
）
の
技

術
主
義
集
団
」
は
天
文
学
と
並
ぶ
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
ユ
ー
ラ
シ
ア
に

お
け
る
「
知
」
の
二
柱
、
医
学
に
つ
い
て
の
も
の
と
な
る
。
真
定
路

の
軍
閥
、
史
天
沢
の
下
で
活
躍
し
た
医
師
、
羅
天
益
は
そ
の
カ
ル
テ

の
一
部
を
『
衛
生
宝
鑑
』
な
る
症
例
・
処
方
箋
集
に
利
用
し
た
。
彼

は
真
定
の
出
身
で
後
に
ク
ビ
ラ
イ
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
っ
た
多
く
の
重

臣
た
ち
を
診
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
十
四
章
「『
元
典
章
』
が
語
る

フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
重
大
事
変
」
で
は
天
文
学
・
医
学
に
続
い
て
政

書
が
扱
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
『
元
典
章
』
に
収
録
さ
れ
る
至
元

一
六
年
一
二
月
二
四
日
（
一
二
八
〇
年
一
月
二
七
日
）
の
案
件
【
回

回
の
欲
し
い
ま
ま
に
屠
宰
／
屠
殺
を
行
う
を
禁
ず
る
】
が
こ
の
章
の

メ
イ
ン
史
料
で
あ
り
、
こ
こ
に
語
ら
れ
る
事
件
の
数
々
が
ペ
ル
シ

ア
語
『
集
史
』『
ワ
ッ
サ
ー
フ
史
（Tārīkh-i W

aṣṣāf

）』、
漢
語
『
元

史
』
な
ど
と
の
比
較
の
も
と
に
精
査
さ
れ
る
。
第
一
五
章
「
ユ
ー
ラ

シ
ア
東
西
に
お
け
る
度
量
衡
統
一
の
試
み
」
で
は
前
の
章
と
同
じ
く

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
が
扱
わ
れ
る
が
、
そ
の
テ
ー
マ
は
度
量
衡
、
と

く
に
そ
の
統
一
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
種
の
政
策
は
フ
レ
グ
・
ウ
ル

ス
に
お
い
て
は
ガ
ザ
ン
（
治
世
一
二
九
五
―
一
三
〇
四
年
）
の
改
革

の
一
例
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
実
の
と
こ
ろ
大
元
ウ
ル
ス
で
実
施
さ

れ
て
い
た
政
策
の
踏
襲
で
あ
っ
た
。
第
一
六
章
「
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
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金
宝
令
旨
よ
り
」
で
分
析
さ
れ
る
の
は
広
義
の
「
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文

書
」
の
一
つ
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
シ
ャ
イ
フ
・
サ

フ
ィ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク
（
一
二
五
二
―
一
三
三
四

年
）
の
墓
廟
に
関
わ
る
文
書
群
は
、
教
団
史
・
イ
ラ
ン
史
・
世
界
史

の
重
要
史
料
と
し
て
研
究
者
の
注
目
を
集
め
続
け
て
い
る
が
、
そ
の

な
か
で
最
も
早
く
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
パ
リ
の
国
立
図
書
館
所
蔵

の supplém
ent persan 1630 

が
テ
ク
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に

付
さ
れ
る
印
章
も
含
め
て
分
析
さ
れ
、
当
時
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
で

共
有
さ
れ
て
き
た
重
要
概
念
・
用
語
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
最
終
第
五
部
「
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
翻
訳
事
業
」
は
第

一
七
章
「
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
語
る
南
宋
接
収
」
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
部
の
各
章
に
お
い
て
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン

（
一
二
四
九
／
五
〇
―
一
三
一
八
年
）
が
漢
語
か
ら
ペ
ル
シ
ア
語
へ

の
翻
訳
事
業
で
生
み
出
し
た
作
品
が
扱
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
章

で
は
『
集
史
』
の
第
二
部
「
世
界
史
」
に
収
録
さ
れ
た
「
中
国
史
」

が
分
析
に
付
さ
れ
、
そ
の
原
典
が
道
仏
論
争
に
も
立
会
い
そ
の
後
ラ

シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
な
っ
た
ボ
ロ
ト

丞
相
が
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
で
愛
読
し
た
『
通
鑑
節
要
』
／
『
通
鑑
要
略
』、

も
し
く
は
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
と
そ
の
内
容
を
共
通
さ
せ
る
『
緝
事

記
』で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
第
一
八
章「
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
農
書
に
見
え
る
中
国
情
報
」
で
は
、『
集
史
』「
中
国
史
」

に
引
き
続
き
、
農
書
『
踪
跡
と
生
物
（Āthār w

a Aḥyā

）』
が
メ
イ

ン
に
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
大
元
ウ
ル
ス
治
下
に
お
い
て
ボ
ロ
ト
丞
相

率
い
る
大
司
農
司
が
編
纂
し
た
『
農
桑
撮
要
』
の
構
成
と
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
。
当
代
の
「
知
」
の
東
西
交
流
の
具
体
相
を
看
取
す
べ

く
、
東
西
交
流
を
考
え
る
う
え
で
特
に
重
要
と
思
し
き
農
産
物
・
貿

易
商
品
に
関
す
る
記
述
に
対
し
て
そ
の
訳
注
が
提
示
さ
れ
る
。
第

一
九
章
「Tanksūq nām

ah 

の
『
脈
訣
』
原
本
を
尋
ね
て
―
―
モ
ン

ゴ
ル
時
代
の
書
物
の
旅
―
―
」か
ら
は『
珍
貴
の
書（Tānksūqnām

a

）』

が
主
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
『
王
叔

和
脈
訣
』『
銅
人
』『
本
草
』『
泰
和
律
令
』
と
い
っ
た
医
薬
書
・
政

書
を
選
ん
で
ペ
ル
シ
ア
語
に
訳
し
た
集
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
書

『
王
叔
和
脈
訣
』
に
関
し
て
羽
田
亨
一
は
、
そ
の
原
書
を
、
巻
数
・

冊
数
・
刊
行
年
と
い
っ
た
諸
条
件
か
ら
、
一
二
六
六
年
刊
行
の
李
駧

『
晞
范
脈
訣
』
一
二
巻
に
比
定
し
た
。
こ
の
章
で
宮
は
主
に
日
本
に

残
る
李
駧
の
著
述
の
挿
絵
と
佚
文
の
分
析
か
ら
、『
晞
范
脈
訣
』
と

『
珍
貴
の
書
』
と
の
巻
数
・
内
容
・
挿
絵
の
一
致
を
見
、
羽
田
亨
一

の
比
定
の
正
し
さ
を
実
証
し
て
い
る
。
最
終
第
二
〇
章
「Tanksūq 

nām
ah 

の
「
序
文
」
抄
訳
」
で
は
前
章
で
紹
介
さ
れ
た
『
珍
貴
の
書
』

の
序
文
の
抄
訳
が
提
示
さ
れ
る
。『
集
史
』
中
国
史
の
序
文
が
、
彼

自
身
の
「
中
国
文
化
」
に
対
す
る
知
識
を
披
瀝
す
る
貴
重
な
史
料
で

あ
る
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、一
方
で
同
じ
く
ラ
シ
ー
ド
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
撰
し
た
『
珍
貴
の
書
』
の
序
文
の
方
が
は
る
か
に

長
大
で
、
か
つ
『
集
史
』
中
国
史
を
補
完
す
る
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
い
ま
ま
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
宮
は
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
前
提
の
も
と『
珍
貴
の
書
』

の
序
文
が
「
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
翻
訳
事
業
」「
翻
訳
作
業
の
人
材

育
成
」「
漢
字
の
歴
史
と
効
能
、
初
学
用
教
材
に
つ
い
て
」「
印
刷
品

―
―
書
物
と
交
鈔
」「
太
楽
署
の
工
尺
譜
」「
叢
書
の
構
成
と
注
意
事

項
」
と
い
う
項
目
に
分
け
て
注
釈
と
併
せ
て
提
示
さ
れ
る
。

　
以
上
が
本
書
二
〇
章
の
簡
略
と
主
要
史
料
の
紹
介
と
な
る
。
宮
の

研
究
の
最
大
の
長
所
の
一
つ
は
、
複
雑
怪
奇
な
大
元
ウ
ル
ス
の
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
そ
の
変
遷
を
人
物
・
地
理
の
双
方
よ
り
知
悉
し
た
う
え

で
、
図
書
館
や
寺
社
の
史
料
を
く
ま
な
く
調
べ
、
当
地
の
人
間
に
も

価
値
が
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
貴
重
書
群
を
（
再
）
発
見
・
研
究
し

て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
本
の
諸
章
に
お
い
て
も
そ
の
長
所
が
存

分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
第
一
・
二
章
で
見
出
さ
れ
た
『
事
林
広
記
』

の
対
馬
宗
家
に
伝
来
し
た
元
刊
本
と
延
暦
寺
恵
心
院
の
旧
蔵
に
係
る

写
本
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
あ
る
し
、
自
ら
の
専
門
と
の
関
係
で
言

え
ば
、第
一
二
章
で
発
見
が
報
告
さ
れ
る
『
儒
門
事
親
』
元
刊
本
（
北

京
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
一
二
六
二
年
付
け
の

高
鳴
の
序
文
は
大
変
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
記

述
を
基
に
宮
は
、『
集
史
』「
中
国
史
」
に
お
い
て
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（
一
二
〇
一
―
一
二
七
四
年
）
と
天
文

対
話
を
為
し
た
「
漢
児
の
賢
人
」
が
フ
レ
グ
の
侍
医
傅
野
で
あ
っ
た

こ
と
を
―
―
そ
の
字
（
あ
ざ
な
）
の
分
析
か
ら
―
―
明
ら
か
に
し
た
。

私
事
な
が
ら
こ
の
成
果
が
な
け
れ
ば
評
者
は
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
原
著
論
文
は
何
度
読
み

返
し
た
か
分
か
ら
な
い
。
こ
の
強
み
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
依
然
と
し

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
『
集
史
』「
中
国
史
」
の
原
書
や
『
珍

貴
の
書
』
の
原
典
の
数
々
も
ま
た
発
見
が
遠
か
ら
ぬ
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
し
ま
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
メ
イ
ン
史
料
だ
け
を
見
て
も
、こ
の
書
が
漢
語
・

ペ
ル
シ
ア
語
の
双
璧
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
だ
労
作
で
あ
る
事
が

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
史
料
は
漢
語
に
つ
い

て
は
そ
の
深
さ
に
お
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
お
い
て
は
そ
の
広
さ
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
双
方
の
史
料
を
駆
使
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た

研
究
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

史
の
東
西
文
化
交
渉
史
研
究
の
分
野
で
随
一
と
評
価
の
高
い
ト
ー
マ

ス
・
オ
ル
セ
ン
の
作
品
で
す
ら
、
こ
れ
だ
け
の
広
さ
・
深
さ
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
（
８
）
。
こ
の
長
所
に
よ
り
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の
特
に
大
元
ウ
ル
ス
と
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
と
の
交
流
が
史
料

と
い
う
確
か
な
土
台
を
基
に
描
か
れ
る
。
例
え
ば
第
一
四
章
に
お
い

て
は
、
ク
ビ
ラ
イ
一
代
を
通
じ
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
は
大
元
ウ
ル
ス
を

宗
主
と
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
は
い
な
い
こ
と
、
両
王
朝
は
手
中
に
し

た
版
図
と
富
を
守
る
た
め
、
強
固
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
第
七
章
・
八
章
に
お
い
て
は
、
従
来

評
価
の
高
く
な
か
っ
た
イ
ス
ン
・
テ
ム
ル
期
の
再
評
価
も
訴
え
ら
れ
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て
い
る
。
泰
定
年
間
（
一
三
二
四
―
一
三
二
八
年
）
は
フ
レ
グ
・
ウ

ル
ス
の
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
（
治
世
一
三
一
六
―
一
三
三
五
年
）
と

の
活
発
な
交
流
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
元
ウ
ル
ス
が
再
び
活
況
を
取

り
戻
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
人
物
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
書
を
通
じ
て
最
も
重
要

な
人
物
の
一
人
が
ド
ル
ベ
ン
部
の
ボ
ロ
ト
（
一
三
一
三
年
没
）
で
あ

ろ
う
。
彼
は
第
八
章
で
扱
わ
れ
た
大
司
農
司
に
一
二
七
〇
年
に
着
任

し
、
後
に
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
へ
と
赴
い
て
、
イ
ラ
ン
で
ラ
シ
ー
ド
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
東
西
の
「
知
」
の
交
流
の
担
い
手
と
な
っ

た
。
第
五
部
の
主
題
で
あ
る
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
翻
訳
事

業
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
ボ
ロ
ト
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
あ
る
い
は
書
籍
を
基
に
し
て
い
る
。
彼
は

一
二
八
三
年
に
大
元
ウ
ル
ス
か
ら
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
へ
と
派
遣
さ
れ

る
。
そ
の
後
す
ぐ
に
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
に
お
い
て
も
重
用
さ
れ
、
ガ

イ
ハ
ト
ゥ
時
代
（
一
二
九
一
―
一
二
九
五
年
）
の
交
鈔
の
発
行
は
彼

の
助
言
だ
と
さ
れ
て
い
る
。ボ
ロ
ト
は
一
二
八
三
年
ま
で
ク
ビ
ラ
イ
・

チ
ン
キ
ム
父
子
に
仕
え
、
中
書
省
・
枢
密
院
の
中
心
で
様
々
な
制
度

設
計
・
政
策
決
定
に
関
与
し
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
彼
が

フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
へ
と
出
立
す
る
直
前
に
ま
さ
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
が
、
第
一
五
章
で
扱
わ
れ
た
度
量
衡
統
一
の
案
件
だ
っ
た
こ
と
も

明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
漢
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
二
大
史
料
の
渉
猟
は
ひ
と
え
に

大
元
ウ
ル
ス
と
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
相
互
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
に

留
ま
ら
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、

例
え
ば
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
は
大
元
ウ
ル
ス
の
国
撰
史
料
が
隠
蔽
し
よ

う
と
し
た
こ
と
を
時
に
は
っ
き
り
と
伝
え
て
く
れ
る
。
政
治
・
社
会

的
文
脈
に
つ
い
て
の
適
正
な
理
解
の
下
で
双
方
の
史
料
を
読
み
込
む

こ
と
で
、こ
う
し
た「
史
料
の
裏
」が
別
言
語
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

そ
の
最
た
る
例
が
―
―
宮
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
―
―
「
大
元
ウ
ル
ス

最
大
の
タ
ブ
ー
（
９
）

」
で
あ
っ
た
四
年
間
（
一
二
八
〇
―
一
二
八
三
年
）

に
わ
た
る
チ
ン
キ
ム
の
カ
ア
ン
位
へ
の
即
位
と
そ
の
時
に
生
じ
た
ク

ビ
ラ
イ
と
チ
ン
キ
ム
の
不
和
で
あ
る
。
第
一
四
章
で
メ
イ
ン
に
扱
わ

れ
る
『
元
典
章
』【
回
回
の
欲
し
い
ま
ま
に
屠
宰
／
屠
殺
を
行
う
を

禁
ず
る
】
は
ま
さ
に
一
二
八
〇
年
一
月
二
七
日
と
い
う
チ
ン
キ
ム
の

施
政
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
期
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

両
者
の
対
立
は
チ
ン
キ
ム
の
死
で
も
っ
て
幕
を
閉
じ
る
。
こ
の
時

期
の
記
述
は
―
―
大
元
ウ
ル
ス
国
撰
の
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
―

―
そ
の
後
の
改
竄
が
疑
わ
れ
る
記
述
に
満
ち
て
お
り
、
真
実
・
実
態

の
見
極
め
が
特
に
難
し
い
時
期
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
案
件
の
背
景

に
も
チ
ン
キ
ム
を
戴
く
ウ
イ
グ
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
高
官
と
ム
ス
リ
ム
官

僚
と
の
利
権
争
い
が
あ
っ
た
と
宮
は
主
張
す
る
。
結
果
、
チ
ン
キ
ム

が
実
質
王
朝
の
統
治
者
と
な
っ
て
い
た
一
二
八
〇
年
か
ら
一
二
八
三

年
ま
で
は
割
礼
が
許
さ
れ
ず
、
一
二
八
六
年
ま
で
羊
の
喉
を
掻
っ
切

る
イ
ス
ラ
ム
教
の
屠
殺
法
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
年
は
チ
ン
キ
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ム
派
の
掃
討
が
完
了
し
た
時
期
に
重
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
フ
レ

グ
・
ウ
ル
ス
に
お
い
て
ア
フ
マ
ド
・
テ
グ
デ
ル
（
在
位
一
二
八
二
―

一
二
八
四
年
）
が
即
位
し
、
同
王
朝
で
初
の
ム
ス
リ
ム
君
主
と
な
っ

た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
ム
ス
リ
ム
君
主
と
し
て
シ
リ
ア
・
エ
ジ

プ
ト
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝（
一
二
五
〇
―
一
五
一
七
年
）と
連
携
を
図
っ

た
ア
フ
マ
ド
に
対
し
て
ク
ビ
ラ
イ
が
激
怒
し
た
こ
と
が
ア
ル
メ
ニ
ア

史
料
に
見
え
る
こ
と
ま
で
も
宮
は
伝
え
、
こ
の
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

東
西
の
政
治
状
況
が
見
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
で
書
か
れ
た
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ラ
ビ
ア

文
字
史
料
を
専
門
と
す
る
身
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
は
漢
語
史
料
で

も
っ
て
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
史
に
革
命
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
と

表
現
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
、
か
つ
て
ル
ベ
ン
・
ア
ミ
タ
イ
が
マ
ム

ル
ー
ク
朝
期
の
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
も
っ
て
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
史
に

革
命
を
も
た
ら
し
た
の
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ

た
の
だ
ろ
う（
（1
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
で
展
開
さ

れ
た
本
書
、
そ
の
疑
問
点
も
ま
た
―
―
そ
の
多
大
な
る
長
所
と
同
じ

く
―
―
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
に
対
し
て
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
天
文
学
史
を

専
門
と
す
る
関
係
上
、
そ
の
文
脈
に
関
し
て
漢
語
史
料
に
つ
い
て
も

少
々
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
第
一
部
「
日
出
づ
る
処
の
資
料
よ
り
」
で

主
に
扱
わ
れ
た
『
事
林
広
記
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
事
林
広
記
』

の
第
二
巻
「
暦
候
類
」
を
見
れ
ば
、
こ
の
箇
所
の
記
述
は
例
え
ば
当

時
の
大
元
ウ
ル
ス
の
官
僚
ら
が
改
暦
に
用
い
て
い
た
「
先
端
科
学
」

な
ど
と
は
到
底
呼
べ
な
い
「
民
間
科
学
（folk astronom

y

）」
の
水

準
に
留
ま
っ
て
い
る（
（1
（

。
こ
う
し
た
点
だ
け
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
著
者

の
言
う
よ
う
な
最
新
の
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
権
力
へ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
い
う
よ
り
は
、「“
民
間
”
の
日
用
類
書（
（1
（

」
と
い
う
従

来
の
理
解
が
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
、

特
定
の
書
物
が
広
く
流
布
し
た
こ
と
は
、
そ
の
書
が
最
新
の
知
見
を

盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
必
要
条
件
と
は
し
な
い
。
例
え

ば
、
こ
の
書
の
第
一
二
章
附
編
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
回
回
司

天
台
の
蔵
書
目
録
に
見
え
る
『
麻
塔
合
立
（M

adkhal

）』
に
関
し

て
、
こ
れ
は
矢
野
道
雄
が
詳
細
に
検
討
し
た
、
明
代
初
期
に
漢
訳
さ

れ
た
ク
ー
シ
ヤ
ー
ル
・
ブ
ン
・
ラ
ッ
バ
ー
ン
（
九
六
六
年
頃
活
躍
）

の
『
占
星
術
入
門
の
書
（K

itāb al-M
adkhal fī Ṣināʿat Aḥkām

 al-
N

ujūm

）』
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
矢
野
が
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
の
書
自
体
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
見
出
し
が
た
く
、
む

し
ろ
当
時
の
占
星
術
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
写
本
の
残
存
状
況
か
ら
見
て
、
ア
ブ
ー
・
マ
ア
シ
ャ
ル

（
七
八
七
―
八
八
六
年
）や
ビ
ー
ル
ー
ニ
ー（
九
七
六
―
一
〇
五
二
年
）

の
も
の
の
よ
う
な
分
野
の
代
表
作
以
上
に
イ
ス
ラ
ム
圏
の
東
方
に
お

い
て
は
流
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
（1
（

。
こ
の
事
実
は
こ
の
書
こ
そ
が

漢
訳
文
献
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
補
強
さ
れ
る
。
最
新
か
つ
高
度

な
内
容
よ
り
も
簡
便
さ
が
時
と
し
て
普
及
の
決
め
手
と
な
る
良
い
例
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宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』（
諫
早
）

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
九
章
で
問
わ
れ
る
、
な
ぜ
『
珍
貴
の

書
』
第
一
書
『
王
叔
和
脈
訣
』
の
原
典
が
当
時
進
歩
的
で
あ
っ
た
華

北
の
医
書
で
は
な
く
、
江
南
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
も
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
前
提
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
天
文
学
史
が
評
者
の
専
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
点
の
提
示
は

そ
れ
に
関
す
る
も
の
が
中
心
と
な
る
。
本
書
に
お
い
て
天
文
学
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
の
は
第
一
二
章
附
編
「
マ
ラ
ー
ガ
司
天
台
と
『
イ

ル
・
カ
ン
天
文
表
』
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
章
の
最
初
の

行
か
ら
で
あ
る
が
、『
ワ
ッ
サ
ー
フ
史
』
が
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
第

八
代
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ゥ
（
治
世
一
三
〇
四
―
一
三
一
六
年
）
に
献
呈

さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
後
に
引
用
さ

れ
る
第
一
巻
の
部
分
は
一
三
〇
三
年
三
月
、
先
代
の
ガ
ザ
ン
に
献
呈

さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
引
用
箇
所
の
読
解
に
つ
い
て
は
最
初
の
部
分

に
現
れ
る
「ʿam

āl 

同
管
区（
（1
（

」
は
、
参
照
さ
れ
て
い
る
ボ
ン
ベ
イ
の

石
版
本
お
よ
び
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本
―
―
パ
リ
写
本
は
未
見
―
―
で

はaʿm
āl

と
な
っ
て
い
る（
（1
（

。
次
に
、
論
旨
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
術

語
の
選
定
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
引
用
箇
所
で
は
イ
ス
ラ
ム
圏

の
天
文
便
覧
で
あ
る
「
ズ
ィ
ー
ジ
ュ
（zīj

）」
に
「
暦
」
と
い
う
訳

が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
文
化
圏
に
お
け
る
天
文
学
の
総

覧
と
も
い
え
る
ズ
ィ
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
暦
に
関
わ
る
部
分
は
一
部
で

あ
る（
（1
（

。
も
ち
ろ
ん
「
暦
」
の
語
は
、
先
に
言
及
し
た
回
回
司
天
台
の

蔵
書
目
録
の
な
か
に
見
ら
れ
る
ズ
ィ
ー
ジ
ュ
の
漢
訳
「
諸
家
暦
」
か

ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
―
―
事
実
後
段
で
は
そ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
と
も
す
れ
ば
、
こ
の
事
実
は
一
〇
〇
〇
頁
を
超
え
る
本
書
の
な

か
の
わ
ず
か
一
頁
の
訳
の
疑
問
以
上
の
こ
と
を
提
示
す
る
も
の
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
著
者
の
ペ
ル
シ
ア
語

読
解
を
支
え
る
メ
ソ
ッ
ド
―
―
つ
ま
り
同
時
代
の
漢
文
脈
に
対
す
る

無
尽
蔵
の
知
識
を
応
用
し
て
対
応
語
を
ペ
ル
シ
ア
語
に
当
て
は
め
る

こ
と
―
―
の
有
効
性
を
計
る
こ
と
の
で
き
る
箇
所
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
が
と
く
に
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

ペ
ル
シ
ア
語
政
書
に
対
し
て
有
す
る
高
い
有
効
性
は
、
こ
れ
が
縦
横

に
駆
使
さ
れ
る
第
一
四
章
が
下
巻
の
白
眉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
如

実
に
現
れ
て
い
る
。
失
礼
に
響
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
箇
所
に
よ
っ

て
は
初
歩
的
な
テ
ク
ス
ト
に
躓
き
つ
つ（
（1
（

、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
難

解
な
『
書
記
典
範
』
や
「
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
」
と
い
っ
た
政
書
や

公
文
書
を
読
解
で
き
る
こ
と
自
体
が
、
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
有
意
性
を

十
分
に
示
し
て
く
れ
て
い
る（
（2
（

。
一
方
で
そ
れ
は
―
―
著
者
が
そ
れ
を

適
用
す
る
範
囲
の
広
さ
ほ
ど
に
は
―
―
万
能
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
と
く
に
そ
の
背
後
に
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
発
話
／
叙
述
を
前

提
と
し
な
い
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
適
用
す
る
こ
と

は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
再
び
天
文
学
の
例
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
第
二
〇
章
の
『
珍
貴
の

書
』
序
文
の
抄
訳
の
な
か
に
あ
る
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
と
傅
野
と
の
対
話

に
つ
い
て
の
段
で
、“H

ay’a” 

と “M
ajisṭī”

と
い
う
単
語
が
出
て
く
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る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
「
窮
暦
法
段
数
」「
造
司
天
儀
式
」
と
い
う

訳
が
当
て
ら
れ
て
い
る（
（2
（

。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
先
述
の
回
回
司
天
台
の

蔵
書
目
録
に
現
れ
る
漢
訳
を
ペ
ル
シ
ア
語
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
が
、日
本
語
と
し
て
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。「
ハ
イ
ア
（hay’a

）」

と
は
そ
の
名
の
通
り
「
世
界
の
構
造
（hay’at al-‘ālam

）」
を
詳
ら

か
に
す
る
た
め
の
学
問
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
天
体
は
幾
何
学
モ
デ

ル
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
基
と
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
次
に
登
場
す
る

『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
（M

ajisṭī
）』
で
あ
る（
（2
（

。“M
ajisṭī” 

の
語
が
『
ア
ル

マ
ゲ
ス
ト
』
を
意
味
す
る
こ
と
は
す
で
に
本
書
で
示
さ
れ
て
お
り（
（2
（

、

そ
れ
を
こ
こ
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
メ
ソ
ッ
ド
の
適
用
に
こ
だ
わ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
、
翻
訳
が
追
求
す
べ
き
「
分
か
り
や
す
さ
」
が
損
な

わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
と
表
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

こ
で
こ
れ
ら
二
語
が
現
れ
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
こ
で
は
西
ユ
ー

ラ
シ
ア
伝
統
の
幾
何
天
文
学
で
も
っ
て
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
計
量
天
文

学
が
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
は
東
西
文
化

交
渉
の
具
体
相
に
触
れ
ら
れ
る
実
に
貴
重
な
箇
所
だ
と
い
え
る（
（2
（

。『
ア

ル
マ
ゲ
ス
ト
』
に
つ
い
て
少
々
言
葉
を
継
ぎ
た
い
。
そ
も
そ
も
こ
の

書
の
対
応
漢
語
「
造
司
天
儀
式
」
は
、
そ
の
内
容
が
天
文
機
器
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。し
か
し
ネ
イ
サ
ン
・
ス
ィ

ヴ
ィ
ン
が
す
で
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
の
な
か
で
機
器
に
関
わ
る
記
述
は

全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
こ
の
漢
訳
は
―
―
あ
く
ま
で

現
代
語
訳
と
し
て
は
―
―
対
応
語
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い（
（2
（

。

　
こ
の
事
実
は
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
天
文
学
テ
ク
ス
ト
に
適
用
す
る
こ

と
に
対
す
る
限
界
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、当
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
「
知
」

の
交
流
を
示
す
う
え
で
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
漢
語
と
ペ
ル
シ
ア
語

と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
史
料
の
双
璧
で
あ
る
と
は
繰
り
返
し
述

べ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
両
言
語
が
シ
ン
ク
ロ
す
る
文
脈
は
―
―
ま

さ
に
本
書
が
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
様
々
な
文
脈
で
適
応
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
―
―
政
書
の
よ
う
な
為
政
者
の

意
向
を
反
映
し
た
「
上
か
ら
」
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

漢
語
と
ペ
ル
シ
ア
語
を
は
じ
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
史
料
の
ほ

と
ん
ど
は
「
被
征
服
者
」
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
認
識
は
現
在
に
至

る
ま
で
学
界
に
お
い
て
一
般
的
で
あ
り（
（2
（

、
た
と
え
直
接
的
に
は
「
被

征
服
者
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か

ら
「
征
服
者
」
の
こ
と
ば
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
メ
ソ
ッ
ド
と
そ

の
有
効
性
を
提
示
し
た
こ
と
の
重
要
性
は
ど
れ
だ
け
強
調
し
て
も
強

調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
交

流
は
―
―
著
者
も
十
二
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
―

―
決
し
て
「
上
か
ら
」
の
み
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、「
上
か

ら
」
の
場
合
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い（
（2
（

。
例
え
ば

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
と
傅
野
と
の
「
天
文
対
話
」
の
主
要
な
部
分
は
お
そ

ら
く
中
国
に
お
い
て
官
制
天
文
学
の
埒
外
に
あ
っ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
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占
星
術
で
あ
っ
た（
（2
（

。
天
文
学
と
と
も
に
「
知
」
の
二
柱
で
あ
っ
た
医

学
に
関
し
て
も
、
本
書
で
主
に
扱
わ
れ
る
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー

ン
の
翻
訳
事
業
と
そ
の
成
果
物
で
あ
る
『
珍
貴
の
書
』
に
つ
い
て
、

著
者
は
こ
の
書
を
完
成
し
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る

も
の
の（
（2
（

、
そ
も
そ
も
『
珍
貴
の
書
』
は
序
文
と
第
一
書
の
み
を
含
む

一
写
本
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
こ
の
書
に
つ
い
て
専

論
を
も
の
し
た
ペ
ル
シ
ス
・
ベ
ル
カ
ン
プ
は
こ
れ
が
未
完
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。美
術
史
家
で
あ
る
彼
女
は
、

当
時
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
に
お
け
る
医
学
伝
統
の
隔
た
り
は
、「
普

遍
語
」
と
し
て
機
能
し
え
た
図
像
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
埋
め
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る（
（3
（

。
さ
ら
に
翻
訳
事
業
そ
の
も
の

に
関
し
て
も
、
博
士
論
文
で
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
を
扱
っ
た

ス
テ
フ
ァ
ン
・
カ
モ
ラ
は
、
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
著
作
全

集
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
中
国
医
学
を
含
め
た
「
知
」
の

統
合
が
目
指
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
果
た
さ
れ
ず
結
局
の
と
こ
ろ

す
で
に
完
成
し
て
い
た
諸
作
品
の
集
成
に
留
ま
っ
た
こ
と
を
論
じ

る（
（3
（

。
当
時
宮
廷
が
最
も
欲
し
た
「
知
」
で
あ
っ
た
天
文
学
と
医
学
で

さ
え
東
西
の
溝
は
深
く
、
モ
ン
ゴ
ル
が
容
易
に
統
合
を
図
れ
る
状
況

に
は
な
か
っ
た（
（3
（

。
本
書
の
ペ
ル
シ
ア
語
読
解
メ
ソ
ッ
ド
が
有
効
に
適

用
さ
れ
え
た
範
囲
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
証
拠
と
も
な
る
と
書
け
ば

飛
躍
と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
挑
戦
と
限
界
と
が
せ
め
ぎ
合
う
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

「
知
」
の
東
西
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
王
道
な
ど
存
在
し
な

い
の
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
「
知
」
に
つ
い
て
個
々
の
伝
統
の
下
で
の

理
解
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

包
括
は
個
人
に
は
不
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々

は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
研
究
の
積
み
重
ね
の
上
に
の
る
こ
と
で

広
い
視
野
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
関
し
て
評
者
が
率
直
に

言
っ
て
残
念
に
思
う
の
は
、
著
者
の
比
類
な
い
能
力
が
こ
の
方
向
に

は
必
ず
し
も
向
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
び
第
一
二
章
附
編
に
戻
り
た
い
。

　
先
に
述
べ
た
翻
訳
の
箇
所
の
後
に
議
論
さ
れ
る
ジ
ャ
マ
ー
ル
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
一
二
八
九
年
頃
没
）
が
ク
ビ
ラ
イ
に
献
呈
し
た
天

文
機
器
「
西
域
儀
象
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
フ
レ
グ
期
に
建
て
ら

れ
た
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
や
ガ
ザ
ン
期
に
建
て
ら
れ
た
タ
ブ
リ
ー
ズ
天

文
台
に
据
え
ら
れ
た
天
文
機
器
と
重
な
り
合
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
天
文
台
に
設
置
さ
れ
た
と
著
者
が
考
え
る

機
器
は
、
ま
さ
に
著
者
が
こ
の
箇
所
で
引
用
し
て
い
る
論
文
の
な
か

で
は
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
に
据
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い（
（3
（

。
こ
こ
で
の
議
論
に
お
い
て
こ
れ
以
外

に
二
次
文
献
は
引
用
さ
れ
ず
、
一
次
史
料
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

が
、
両
王
朝
の
天
文
機
器
が
重
な
り
あ
う
こ
と
は
著
者
が
天
文
学
の

知
見
を
駆
使
し
て
独
自
に
原
典
読
解
に
よ
っ
て
判
断
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
依
拠
し
た
論
文
を
挙
げ
る



－  234  －－  235  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う（
（3
（

。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
続
く
箇
所
に
お

い
て
、ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
で
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ー
・
ハ

ル
ト
ナ
ー
が
唱
え
た
こ
の
説
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
に
は
山
田
慶

兒
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ク
ビ
ラ
イ
が
潜
邸
期
に
あ
っ
た

一
二
五
〇
年
代
―
―
つ
ま
り
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
の
建
設
前
―
―
に
は

す
で
に
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
東
方
に
来
て
い
た（
（3
（

。
こ
の

説
を
否
定
し
き
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
続
く
一
二
六
七
年
に
ジ
ャ

マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
ク
ビ
ラ
イ
に
献
呈
し
た
と
さ
れ
る
『
万

年
暦
』
が
、ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
で
編
ん
だ
『
イ
ル
・

ハ
ン
天
文
便
覧
（Zīj-i Īlkhānī

）』（
一
二
七
二
年
頃
）
の
稿
本
で
あ
っ

た
と
す
る
議
論
に
頷
く
こ
と
は
難
し
い
。
分
野
の
専
門
家
と
し
て
こ

こ
は
声
を
大
に
し
て
主
張
し
た
い
が
、
本
書
で
は
自
明
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
も
読
め
る
大
都
と
マ
ラ
ー
ガ
の
天
文
台
相
互
の
交
流
は（
（3
（

、

現
存
史
料
か
ら
は
証
明
で
き
な
い（
（3
（

。

　
こ
れ
に
続
く
の
が
先
ほ
ど
か
ら
言
及
し
て
い
る
『
秘
書
監
志
』
に

記
さ
れ
る
回
回
司
天
台
の
文
献
目
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
ほ
と
ん
ど
が
ペ
ル
シ
ア
語
の
訳
注
本
で
あ
り
、
ナ
ス
ィ
ー
ル
ゥ
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
著
作
目
録
に
見
え
る
分
野
の
書
籍
・
書
名
が
目
に
付
く
。

マ
ラ
ー
ガ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
材
と
同
じ
も
の
が
そ
の
ま
ま
大
元

ウ
ル
ス
に
も
導
入
さ
れ
て
い
た
と
見
て
い
い（
（3
（

」
と
あ
る
。
た
だ
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
『
麻
塔
合
立
（M

adkhal

）』
は
ク
ー
シ
ヤ
ー
ル

の
作
品
で
あ
っ
て
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
ペ

ル
シ
ア
語
だ
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
目
録
に
あ
る
『
兀
忽
列
的

（U
qlīdis

）』
は
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
『
原
論
』、『
麦
者
思
的
（M

ajisṭī

）』

は
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

が（
（3
（

、ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
『
原
論
』
と
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
に
対
す
る
「
注

釈
本
（taḥrīr

）」
で
圧
倒
的
な
影
響
力
を
有
し
た
の
は
ア
ラ
ビ
ア
語

の
も
の
で
あ
る（
（4
（

。
著
者
は
自
ら
が
語
る
「
ナ
ス
ィ
ー
ル
ゥ
ッ
デ
ィ
ー

ン
の
著
作
目
録
」
が
具
体
的
に
な
ん
で
あ
る
の
か
を
示
す
べ
き
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い（
（4
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
の
結
論
で
あ

る
マ
ラ
ー
ガ
の
教
材
が
大
元
ウ
ル
ス
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
肯
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　
そ
の
後『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』に
記
さ
れ
た
中
国
暦
に
つ
い
て
、

「
金
朝
以
来
、
司
天
台
で
の
採
用
・
資
格
試
験
に
用
い
ら
れ
て
い
た

教
科
書
―
―
『
重
修
大
明
暦
』、『
宣
明
暦
』、『
符
天
暦
』
の
知
識
に

基
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る（
（4
（

」と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
中
国
暦
の
典
拠
に
関
し
て
は
、
著
者
が
別
箇
所
で
引
用
し
て
い

る
（
下
巻
、
六
二
九
頁
、
注
三
四
）
ベ
ン
ノ
・
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン

ら
の
論
文
に
お
い
て
、
そ
れ
が
『
重
修
大
明
暦
』
と
『
符
天
暦
』
を

典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
す
で
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、

実
際
に
は
著
者
の
予
想
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う（
（4
（

。
こ
の
附
編
の
な
か

で
は
最
後
に
触
れ
た
い
の
が
、『
万
年
暦
』
と
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文

便
覧
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
三
一
一
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年
に
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
の
修
訂
・
補
注
本
が
「
新
た
に
長

い
序
文
を
附
し
て（
（4
（

」
献
呈
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
一
三
一
三
年
に
カ

リ
ー
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
仁
宗
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
に
献
じ
た
『
万

年
暦
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
ば
事
実
の
よ
う
に
語
る
。
こ
の
『
イ

ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
の
修
正
本
と
は
、
か
つ
て
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ボ
イ
ル
が
そ
の
「
長
い
序
文
」
を
紹
介
し
た
ロ
ン
ド
ン
写
本
（B

ritish 
Library, O

r. 7464

）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
奥
付
に
書
写
年
が
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
六
七
六
年
（
西
暦
一
二
七
七
／
七
八
年
）
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
の
写
本
か
ら
一
三
一
一
年
と
い
う
年
代
が
捻
り
出
さ
れ
た
所

以
は
、
序
文
が
記
す
積
年
の
計
算
違
い
に
あ
る
。
こ
の
計
算
に
従
え

ば
チ
ン
ギ
ス
の
即
位（
一
二
〇
三
年
）が
一
三
一
一
年
の
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る（
（4
（

。
し
か
し
、「
あ
る
い
は
こ
の
序
文
の
作
成
年

を
誤
っ
て
入
れ
た
も
の
か（
（4
（

」
と
い
う
注
で
の
留
保
を
、
そ
れ
以
上
の

補
強
な
く
本
文
で
事
実
と
し
て
断
定
す
る
の
に
は
さ
す
が
に
無
理
が

あ
る
。
写
本
そ
の
も
の
を
見
る
と
逆
に
、
序
文
と
本
文
と
で
筆
記
の

違
い
は
見
ら
れ
ず
、
奥
付
の
書
写
年
代
を
序
文
の
そ
れ
と
見
る
こ
と

に
無
理
は
無
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。こ
の
よ
う
に
見
る
と
、

一
三
一
三
年
に
献
呈
さ
れ
た
『
万
年
暦
』
に
関
わ
る
議
論
は
宙
に
浮

く
。

　
こ
の
よ
う
に
断
定
調
な
が
ら
意
外
に
も
再
検
討
を
要
す
る
議
論

は
、
天
文
学
関
係
の
議
論
に
は
限
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
一

例
と
し
て
第
一
三
章
の
議
論
を
挙
げ
た
い
。
こ
こ
で
は
各
ウ
ル
ス
が

そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
他
の
ウ
ル
ス
内
の
分
地
（
投
下
領
）
が
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
ウ
ル
ス
間
交
流
を
促
進
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

東
西
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
が
な

さ
れ
る
。
そ
の
「
飛
び
地
」
が
大
元
ウ
ル
ス
領
内
の
み
な
ら
ず
西
方

の
諸
ウ
ル
ス
に
も
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
し
て
引
か
れ
る

の
が
、
後
代
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
（
一
三
七
〇
―
一
五
〇
七
年
）
の
史

料
『
ム
イ
ー
ン
史
選
（M

untakhab al-Taw
ārīkh-i M

uʿīnī

）』
で
あ

る（
（4
（

。
管
見
の
限
り
、
著
者
が
こ
の
書
全
体
を
通
じ
て
テ
ィ
ム
ー
ル
朝

史
料
に
言
及
す
る
場
面
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
引
用
は
い
さ
さ

か
唐
突
な
も
の
に
映
る
。
し
か
も
こ
の
『
ム
イ
ー
ン
史
選
』
は
両
『
勝

利
の
書
（Ẓafarnām

a

）』
や
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
ブ
ル
ー
（
一
四
三
〇

年
没
）
の
著
作
に
比
べ
れ
ば
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
公
式
史
観
を
反
映
し

た
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
王
朝
年
代
記
の
な
か
で
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
傍
流
に
属
す
る（
（4
（

。
著
者
が
論
拠
と
し
た
も
の
と
同
じ
箇
所

が
、
帝
国
の
投
下
領
に
つ
い
て
の
オ
ル
セ
ン
の
論
文
に
も
引
用
さ
れ

て
い
る
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か（
（5
（

。
し
か
も『
ム
イ
ー
ン
史
選
』―
―「
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
無
名
氏
」
―
―
の
こ
の
部
分
の
記
述
は
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
の
後
継
を
自
認
す
る
テ
ィ
ム
ー
ル
が
、
ホ
ラ
ズ
ム
侵
攻
に
際

し
て
こ
の
地
が
元
来
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
内
に
あ
っ
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
の
「
飛
び
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
こ
と
で
、
そ
の
接
収

を
正
当
化
し
よ
う
と
い
う
、
極
め
て
テ
ィ
ム
ー
ル
期
の
文
脈
に
あ
る

記
述
で
あ
る（
（5
（

。
こ
れ
を
の
み
を
も
っ
て
西
域
の
諸
ウ
ル
ス
を
含
む
投
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下
領
が
―
―
チ
ン
ギ
ス
の
「
意
思
」
の
下
―
―
東
西
交
流
を
促
進
さ

せ
た
と
す
る
こ
と
に
は
苦
し
さ
を
感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
引
用
の
問
題

と
は
別
に
、
投
下
領
と
東
西
文
化
交
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
指

摘
に
は
高
い
蓋
然
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
投
下
領
に
つ
い
て

の
諸
先
学
の
研
究
蓄
積
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う（
（5
（

。
同
じ
章
に
つ
い

て
、
華
北
の
数
学
の
飛
躍
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
」
の
流
入
に
求
め

る
議
論
に
も
触
れ
て
お
き
た
い（
（5
（

。
こ
の
主
張
の
基
盤
は
当
時
の
人
と

テ
ク
ス
ト
の
流
動
を
把
握
し
、
そ
の
交
流
を
推
測
す
る
精
緻
な
外
的

分
析
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
議
論
を
断
定
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
高
め
る

に
は
こ
う
し
た
外
的
分
析
に
加
え
て
、
漢
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
数
学

書
の
内
容
を
比
較
す
る
よ
う
な
内
的
分
析
も
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　
本
書
の
全
て
を
通
じ
て
、
引
用
さ
れ
る
二
次
文
献
は
驚
く
ほ
ど
に

少
な
い
。
し
か
し
、『
集
史
』「
中
国
史
」
を
め
ぐ
る
第
一
七
章
に
お

い
て
は
、『
集
史
』
編
纂
事
業
に
つ
い
て
新
見
解
を
伝
え
る
大
塚
修

の
研
究
へ
の
言
及
が
し
っ
か
り
と
な
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
大
塚
論
文
に

関
し
て
著
者
は
、
そ
れ
が
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
『
歴
史
精
髄
（Zubdat 

al-Taw
ārīkh

）』
を
精
査
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、結
果
「
そ
れ
が
『
集

史
』
第
二
部
に
収
録
さ
れ
る
世
界
史
と
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
の

み
な
ら
ず
、
よ
り
詳
細
な
序
文
を
も
ち
、
よ
り
広
範
な
地
域
を
扱
う

こ
と
を
確
認
し
た（
（5
（

」
も
の
で
あ
る
と
し
「
も
っ
と
も
、
カ
ー
シ
ャ
ー

ニ
ー
の
発
言
は
、
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ゥ
の
死
、
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー

ン
の
凋
落
を
眺
め
つ
つ
な
さ
れ
て
お
り
、
留
意
が
必
要
だ
ろ
う（
（5
（

」
と

続
け
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、『
集
史
』
が
す
で
に
ガ
ザ
ン
の
時
代

か
ら
「
世
界
史
」
を
含
ん
だ
形
で
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。

た
だ
管
見
の
限
り
、
大
塚
論
文
の
ポ
イ
ン
ト
は
必
ず
し
も
そ
こ
に
は

な
い
。『
歴
史
精
髄
』
お
よ
び
『
集
史
』
の
写
本
群
を
渉
猟
し
た
う

え
で
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
と
は
逆
に
、
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
方
が
そ
の
「
世
界
史
」
編
纂
に
あ
た
っ
て
カ
ー
シ
ャ
ー

ニ
ー
の
『
歴
史
精
髄
』
に
依
拠
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
の
が
彼
の
主

張
の
核
心
で
あ
る
。
著
者
と
大
塚
と
の
主
張
の
違
い
は
、
ガ
ザ
ン
期

に
す
で
に
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
編
纂
の
史
書
に
お
い
て
「
世

界
史
」
を
編
入
す
る
構
想
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
議
論
の
是
非
を
論
じ
る
こ
と
は
評
者
の
手
に
余
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
大
塚
が
論
じ
て
い
る
『
集
史
』「
世
界

史
」
の
な
か
に
あ
る
「
書
き
換
え
」
を
遡
上
に
載
せ
ず
に
し
て
は
可

能
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
せ
ず
に
自
ら
の
議
論

に
寄
る
記
述
の
み
を
引
用
す
る
こ
と
は
議
論
と
し
て
は
生
産
的
で
は

な
い
。少
な
く
と
も
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー

に
拠
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
事
実
を
あ
る
意
味
で
は
「
隠
す
」
よ

う
な
行
動
に
出
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
カ
ー

シ
ャ
ー
ニ
ー
の
発
言
の
文
脈
を
超
え
た
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
著
者
の
能
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
自
ら
の
議
論
に
沿
う
史
料
を

こ
れ
で
も
か
と
引
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
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箇
所
の
よ
う
に
、そ
れ
だ
け
で
は
説
得
力
を
持
た
な
い
局
面
も
あ
る
。

　
圧
倒
的
な
筆
力
で
我
々
に
迫
る
こ
の
二
巻
本
を
読
め
ば
、
モ
ン
ゴ

ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ

ら
く
明
ら
か
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
著
者
が
描
き
た

か
っ
た
絵
と
は
少
々
違
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史

学
の
実
践
に
際
し
て
我
々
は
「
巨
人
の
肩
の
上
に
の
る
矮
人
（nani 

gigantum
 hum

eris insidentes
）」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。「
巨
人
」と
は
過
去
で
あ
る
。
過
去
に
記
さ
れ
た
も
の
、

敬
意
を
払
う
対
象
に
一
次
史
料
・
二
次
文
献
の
区
別
は
な
い
。
自
分

へ
の
戒
め
と
し
た
い
。

　付
記

　
こ
こ
で
書
評
の
対
象
と
し
た
書
籍
は
、名
古
屋
大
学
出
版
会
よ
り
、

学
術
利
用
を
目
的
と
し
て
ご
恵
投
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
出
版

会
お
よ
び
仲
介
の
労
を
取
っ
て
い
た
だ
い
た
小
澤
実
氏（
立
教
大
学
）

に
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
執
筆
に
際

し
て
は
、
四
日
市
康
博
氏
（
立
教
大
学
）
に
多
く
の
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
こ
と
も
付
し
て
感
謝
の
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
本

研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
（18J40179

）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
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註（１
）
本
田
實
信
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
一
年
）。

（
２
）
岡
田
英
弘
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
』（
藤
原
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
３
）
杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』（
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
４
）
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
上
下
巻
（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
５
）
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
６
）
こ
の
書
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
帝
国
の
四
王
朝
は
、
モ
ン
ゴ
ル

語
で
「
く
に
」
を
意
味
す
る
ウ
ル
ス
の
語
が
付
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
。

一
二
六
〇
年
代
の
分
裂
以
降
も
、
帝
国
は
四
王
家
の
ウ
ル
ス
を
中
心

に
緩
や
か
な
連
帯
を
維
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ク
ビ
ラ
イ
を
始
祖

と
す
る
「
大
元
ウ
ル
ス
」（
通
称
「
元
朝
」）
を
宗
主
国
と
し
て
、
中

央
ア
ジ
ア
の
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
」（
通
称
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ

ン
国
」）、
ロ
シ
ア
平
原
に
ま
た
が
る
「
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
」（
通
称
「
キ

プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
」）、
そ
し
て
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
を
版
図
と
し
た
「
フ

レ
グ
・
ウ
ル
ス
」（
通
称
「
イ
ル
・
ハ
ン
国
」）
の
四
ウ
ル
ス
で
あ
る
（
杉

山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
』
上
下
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
六

年
）。
こ
う
し
た
理
解
の
下
に
展
開
さ
れ
る
本
書
は
、
四
王
家
の
「
く

に
」
に
対
し
て
―
―
通
称
で
は
な
く
―
―
以
上
の
用
語
を
適
用
し
て
い

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
理
解
さ
れ
た
い
。

（
７
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
上
巻
、
二
五
四
頁
。

（
８
）Thom

as A
llsen, C

ulture and C
onquest in M

ongol Eurasia, N
ew

 
York, C

am
bridge U

niversity Press, 2001.

（
９
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
上
巻
、
一
四
四
頁
。

（
10
）D
avid M

organ, “The M
ongols in Iran: A

 R
eappraisal,” Iran 

42 (2004), p. 132; R
euven A

m
itai, M

ongols and M
am

luks: The 
M

am
luk-Îlkhânid W

ar, 1260–1281, C
am

bridge, C
am

bridge 
U

niversity Press, 1995.

（
11
）
例
え
ば
、
そ
こ
で
引
用
さ
れ
る
の
は
『
漢
書
』
の
律
暦
志
で
あ
り
、

そ
こ
に
見
え
る
置
閏
法
は
全
く
初
歩
的
な
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
（
陳

元
靚
『
新
編
纂
圖
增
類
羣
書
類
要
事
林
廣
記
』（
椿
荘
書
院
元
刊
本
）

巻
二
「
暦
候
類
」【
暦
法
本
原
】【
置
閏
之
法
】）。

（
12
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
五
三
六
頁
。

（
13
）Yano M

ichio, Kūshyār ibn Labbān’s Kitāb al-M
adkhal fī Ṣināʿat 

Aḥkām
 al-N

ujūm
 (Introduction to Astrology), Tokyo, Tokyo 

U
niversity of Foreign Studies, 1997, p. V

III.

（
14
）Judith Pfeiffer, “‘A Turgid H

istory of the M
ongol Em

pire in Persia:’ 
Epistem

ological R
eflections concerning an Edition of Vaṣṣāf’s 

Tajziyat al-Am
ṣār va Tazjiyat al-A’ṣār,” in J. Pfeiffer and M

. 
K

ropp (eds.), Theoretical Approaches to the Transm
ission and 

Edition of O
riental M

anuscripts, W
ürzburg, Ergon Verlag, 2007, 

p. 108.

し
か
し
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
は
近
年
、
こ
の
時
点
で

最
初
の
三
巻
ま
で
も
ガ
ザ
ン
に
献
呈
し
て
い
た
と
の
説
を
提
示
し
て

い
る
（Jonathan B

rack, M
ediating Sacred K

ingship: C
onversion 

and Sovereignty in M
ongol Iran, Ph.D

. dissertation, U
niversity of 

M
ichigan, 2016, p. 338 n. 812.

）。

（
15
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
一
一
頁
。

（
16
）
個
々
の
写
本
お
よ
び
テ
ク
ス
ト
同
士
に
異
同
が
あ
り
、
意
味
を
取

り
に
く
い
箇
所
で
あ
る
が
、
読
み
や
す
さ
と
い
う
面
だ
け
を
考
慮

す
れ
ば
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
マ
ー
＝
プ
ル
ク
シ
ュ
タ
ー
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ル
の
テ
ク
ス
ト
が
参
照
で
き
る
（Joseph von H

am
m

er-Purgstall, 
G

eschichte W
assaf`s, W

ien, H
of- und Staatsdruckerei, 1856, p. 

99
）。
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、chūn pādshāh-i m

am
lakat-gīr H

ūlāgū 
K

hān kār-i Baghdād w
a aʿm

āl-i M
aw

ṣil w
a D

iyārbakr-rā ba-
ḥukm

-i qāṭiʿ-i tīgh ba-fayṣal rasānīd…

と
な
っ
て
い
る
の
で
「
国

を
執
り
た
る
帝
王
フ
レ
グ
・
ハ
ン
が
バ
グ
ダ
ー
ド
の
事
柄
と
モ
ス
ル

お
よ
び
デ
ィ
ヤ
ー
ル
バ
ク
ル
の
諸
事
を
剣
に
よ
る
絶
対
の
命
で
以
て

解
決
に
至
ら
し
め
…
」
と
で
も
訳
せ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
こ

の
単
語
を
「
同
管
区
」
と
訳
し
て
地
域
の
単
語
と
同
列
に
お
く
必
要

は
な
く
な
る
。
あ
く
ま
で
読
解
の
一
提
案
と
し
て
記
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

（
17
）
ズ
ィ
ー
ジ
ュ
の
内
容
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
三
村
太
郎
『
天
文
学

の
誕
生
―
―
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
役
割
―
―
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
〇
年
）

四
八
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「（
一
）
年
代
記
」
が
暦

と
そ
の
換
算
の
部
分
で
あ
る
。

（
18
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
一
二
頁
。

（
19
）
例
え
ば
『
集
史
』「
中
国
史
」
に
関
し
て
、
第
一
〇
章
の
冒
頭
に

掲
げ
ら
れ
る
「
中
国
史
」
の
序
文
の
箇
所
に
つ
い
て
「
如
今
（
い

ま
）、
寄
進
者
た
ち
か
ら
、
当
該
地
の
諸
事
情
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査

を
し
た
結
果
…
」（
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
上
巻
、

四
八
九
頁
）
と
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、
著
者
は
「
寄
進
者
（V

āqfān
）」

に
注
を
つ
け
、「
事
情
通
た
ち
」
の
意
味
も
あ
る
も
の
の
あ
え
て
そ

の
よ
う
に
訳
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
上
巻
、
五
〇
八

頁
、
注
二
）。
原
文
は w

a darīn w
aqt az w

āqifān bar aḥw
āl-i ānjā 

ba-sabīl-i tatabbuʿ-i tafāṣīl ān m
aʿlūm

 shuda 

と
な
っ
て
お
り
、

w
āqifān 

の
基
に
な
る
動
詞 w

aqafa 

は
「
～
を
知
る
」
と
い
う
意
味

に
お
い
て
前
置
詞 ʿalā

―
―
つ
ま
り
ペ
ル
シ
ア
語
のbar 

―
―
と
結
び

つ
く
。
従
っ
て
「
い
ま
、
そ
の
地
の
事
情
を
知
る
者
た
ち
か
ら
詳
細

に
調
査
を
す
る
こ
と
で
そ
れ
が
知
ら
れ
…
」
と
で
も
訳
せ
る
だ
ろ
う

か
。「
寄
進
者
」
の
よ
う
に
訳
す
必
然
性
は
な
い
と
考
え
る
。

　
テ
ク
ス
ト
読
解
以
外
に
も
写
本
の
文
字
認
識
に
関
し
て
、『
珍
貴

の
書
』
の
序
文
の
抄
訳
か
ら
な
る
最
終
第
二
〇
章
か
ら
言
及
し
て
お

き
た
い
。
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
中
国
暦
を
学
ん
だ
部
分

を
述
べ
る
件
に
関
し
て
は
、「
漢
児
（
キ
タ
イ
）
の
諸
賢
の
学
問
の

nāṣūs 

納
失
失
（= nāsij 

金
襴
緞
子
）
は
そ
れ
（
＝
天
文
表
）
に
よ
っ

て
損
な
わ
れ
た
／
色
褪
せ
た
」（
宮『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の「
知
」の
東
西
』、

下
巻
、一
〇
二
九
頁
）と
な
っ
て
い
る
が
、写
本
はnāṣūs 

で
は
な
く「
名

声
（nām

ūs

）」
と
読
め
る
。
ナ
ス
ィ
ー
ジ
に
注
を
付
け
ず
と
も
「
名

声
は
損
な
わ
れ
た
」
と
そ
の
ま
ま
読
め
ば
良
い
箇
所
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
他
の
部
分
で
は
「
し
か
し
、
彼
ら
の
文
字
は
、iqṭāʿ 

采
邑

さ
れ
て
い
な
い
（
固
定
の
場
所
が
割
り
当
て
さ
れ
て
い
な
い
）
し
、

字
母
に
基
づ
い
て
い
な
い
」（
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』

下
巻
、
一
〇
三
二
頁
）
と
い
う
訳
が
「
イ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
の
注

と
と
も
に
登
場
す
る
。 

原
文
は w

a khaṭṭ-i īshān-rā qaṭʿan bunyād 
bar ḥurūf nīst 

と
な
っ
て
お
り
、iqṭāʿ 

と
読
ま
れ
た
箇
所
は
お
そ
ら

く qaṭʿan 

と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い
解
釈
を
提
示

せ
ず
と
も
「
彼
ら
の
文
字
は
、
全
く
字
母
に
基
づ
い
て
い
な
い
」
と

訳
す
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
20
）
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
期
の

も
の
を
扱
っ
たIm

ād al-D
īn Šayḫ al-Ḥ

ukam
ā’ī

・
渡
部
良
子
・
松

井
太
「
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
シ
ャ
イ
フ=

ウ
ワ
イ
ス
発
行
モ
ン
ゴ
ル
語
・

ペ
ル
シ
ア
語
合
璧
命
令
文
書
断
簡
二
点
」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研

究
』
三
二
号
、
二
〇
一
七
年
（
四
九
―
一
四
九
頁
）
が
最
新
の
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
著
者
が
第
一
六
章
に
お
い
て
扱
っ
た
文
書
に
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つ
い
て
、
シ
ャ
イ
フ
・
ウ
ワ
イ
ス
発
行
と
み
る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・

ヘ
ル
マ
ン
と
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
デ
ル
フ
ァ
ー
の
旧
説
―
―
著
者
言
及
（
下

巻
、
八
九
五
頁
、
注
一
一
）
―
―
に
従
う
べ
き
こ
と
を
は
じ
め
と
し

て
、い
く
つ
か
の
解
釈
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
論
文
、e.g., 

六
五
頁
、
注
一
六
）。

（
21
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
一
〇
二
九
頁
。

（
22
）
ハ
イ
ア
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
三
村
『
天
文
学
の
誕
生
』
一
〇
一

―
一
一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
一
四
頁
。

（
24
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
章
が
刊
行
予
定
で
あ
る
。Yoichi 

Isahaya, “Fu M
engzhi: “The Sage of C

athay” in M
ongol Iran and 

A
stral Sciences along the Silk R

oads,” in M
. B

iran et al. (eds.), 
Along the M

ongol Silk Roads: M
erchants, G

enerals, Religious 
Experts, O

akland, U
niversity of C

alifornia Press, forthcom
ing.

（
25
）N

athan Sivin, G
ranting the Seasons: The C

hinese Astronom
ical 

Reform
 of 1280, w

ith a Study of Its M
any D

im
ensions and an 

Annotated Translation of Its Record, N
ew

 York, Springer, 2009, p. 
123 n. 113.

（
26
）
そ
う
し
た
認
識
を
反
映
し
た
無
数
の
研
究
お
よ
び
概
説
書
の
一
例

と
し
て
、M

orris R
ossabi, The M

ongols and G
lobal H

istory, N
ew

 
York, W

.W
. N

orton, 2011, pp. 1–2

を
挙
げ
て
お
く
。

（
27
）
こ
の
こ
と
は
オ
ル
セ
ン
の
研
究
に
関
す
る
文
脈
で
で
は
あ
る
が
、

す
で
に
宇
野
伸
浩
お
よ
び
松
田
孝
一
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
宇

野
伸
浩
・
松
田
孝
一
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
と
展
開
」
小
松
久
男

ら
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
入
門
』
山
川
出
版
社
、二
〇
一
八
年
、

一
一
〇
頁
）。

（
28
）
諫
早
庸
一
「
歴
史
の
未
来 

歴
史
学
の
明
日
―
―
「
歴
史
の
終
わ

り
」
か
ら
間
主
観
性
の
歴
史
叙
述
へ
―
―
」『at

プ
ラ
ス
』
三
二
号
、

二
〇
一
七
年
、
一
四
六
―
一
五
三
頁
。

（
29
）
例
え
ば
、
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、

一
〇
一
九
頁
。

（
30
）Persis Berlekam

p, “The Lim
its of A

rtistic Exchange in Fourteenth-
C

entury Tabriz: The Paradox of R
ashid al-D

in’s B
ook on C

hinese 
M

edicine, Part I,” M
uqarnas 27

(2010), pp. 229–230.

（
31
）Stefan K

am
ola, Rashīd al-D

īn and the M
aking of H

istory in 
M

ongol Iran, Ph.D
. dissertation, U

niversity of W
ashington, 2013, 

p. 244. 

も
っ
と
も
、
こ
の
種
の
変
更
は
本
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

（
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
一
〇
四
五
頁
、
注

三
六
）。

（
32
）M

ichal B
iran, “The M

ongol Em
pire and the Inter-C

ivilizational 
E

xchange,” in B
. K

edar and M
. W

iesner-H
anks (eds), The 

C
am

bridge H
istory of the W

orld, vol. 5, Expanding W
ebs of 

Exchange and C
onflict, 500C

E–1500C
E, C

am
bridge, C

am
bridge 

U
niversity Press, 2015, p. 545. 

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
は
天
文
学
や
医

学
と
い
っ
た
学
知
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、「
上
か
ら
」
の
政
策
で

あ
り
著
者
が
特
に
第
一
六
章
に
お
い
て
語
る
印
章
制
度
に
つ
い
て
さ

え
、
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
制
度
が
大
元
ウ
ル
ス
の
そ
れ
に
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
東
の
も
の
が
そ
の

ま
ま
西
へ
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
四
日
市
康
博
は
論
じ

て
い
る
（
四
日
市
康
博
「
イ
ル
ハ
ン
朝
文
書
行
政
に
お
け
る
朱
印
と

朱
印
文
書
―
―
元
朝
印
章
制
度
の
伝
播
と
変
容
―
―
」『
史
滴
』三
七
号
、

二
〇
一
五
年
、
一
二
八
―
一
〇
七
頁
）。

（
33
）M

oham
m

ad M
ozaffari and G

eorg Zotti, “G
hāzān K

hān’s A
stronom

ical 
Innovations at M

arāgha O
bservatory,” Journal of the Am

erican 
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宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』（
諫
早
）

O
riental Society 132/3 (2012), p. 399.

（
34
）
こ
の
議
論
に
関
し
て
は
、
ウ
ィ
リ
ー
・
ハ
ル
ト
ナ
ー
が
先
鞭
を
つ

け
（W

illy H
artner, “The A

stronom
ical Instrum

ents of C
ha-m

a-lu-
ting, Their Identification, and Their R

elations to the Instrum
ents 

of the O
bservatory of M

arāgha,” Isis 41/2 (1950), pp. 184–194

）、

宮
島
一
彦
の
論
文
（「『
元
史
』
天
文
志
記
載
の
イ
ス
ラ
ム
天
文
儀
器

に
つ
い
て
」
藪
内
清
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
出
版
委
員
会
編
『
東
洋

の
科
学
と
技
術
―
―
藪
内
清
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
―
―
』（
同
朋
舎

出
版
、
一
九
八
二
年
）
四
〇
七
―
四
二
七
頁
が
現
在
ま
で
の
到
達
点

と
い
え
る
。

（
35
）
山
田
慶
兒
『
授
時
暦
の
道
―
―
中
国
中
世
の
科
学
と
国
家
―
―
』（
み

す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
四
八
―
五
三
頁
。
近
年
待
望
の
ジ
ャ
マ
ー

ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
専
論
が
楊
巧
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
彼
女
は

そ
の
な
か
で
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
を

「
往
復
」
し
、
マ
ラ
ー
ガ
天
文
台
に
も
い
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る

が
、
そ
こ
で
の
議
論
は
要
検
討
と
い
え
る
（Q

iao Yang, “From
 the 

W
est to the East, from

 the Sky to the Earth: A
 B

iography of Jam
āl 

al-D
īn,” Asiatische Studien - Études Asiatiques 71/4 (2017), pp. 

1234–1235

）。

（
36
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
五
八
五
頁
。

（
37
）
須
賀
隆
・
諫
早
庸
一
「『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
見
え
る
中
国

暦
・
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
換
算
表
の
再
構
―
―
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
東
西
天
文

学
交
流
の
再
考
―
―
」
相
馬
充
・
谷
川
清
隆
編
『
第
五
回
「
歴
史
的

記
録
と
現
代
科
学
」
集
録
』
国
立
天
文
台
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
二

―
二
七
七
頁
。

（
38
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
一
五
頁
。

（
39
）
山
田
『
授
時
暦
の
道
』
九
六
―
九
九
頁
。

（
40
）Farīd Q
āsim

lū (ed.), M
ajm

ū‘a-yi Rasā’il-i Riyāḍī w
a N

ujūm
-i 

K
hw

āja N
aṣīr al-D

īn Ṭūsī, Tihrān, D
ānishgāh-i Ā

zād-i Islām
ī, 

2010 

は
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
生
前
に
編
ま
れ
た
、
彼
の
注
釈
本
を
数
多

く
収
録
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
集
成
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
で
あ
る
。

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
数
学
・
天
文
書
の
注
釈
の
研
究
と
し
て
は
、『
ア
ル

マ
ゲ
ス
ト
』
に
つ
い
てG

eorge Saliba, “The R
ole of the Alm

agest 
C

om
m

entaries in M
edieval A

rabic A
stronom

y: A
 Prelim

inary 
Survey of Ṭūsī’s R

edaction of Ptolem
y’s Alm

agest,” Archives 
internationales d’histoire des sciences 37 (1987), pp. 3–20

、『
原

論
』
に
つ
い
て G

regg de Young, “The Tahrīr K
itāb U

sūl U
qlidis 

of N
asīr al-D

īn Tusi: Its Sources,” Zeitschrift für G
eschichte der 

arabisch-islam
ischen W

issenschaften 18 (2008/09), pp. 1–71 

が

参
照
で
き
る
。

（
41
）
二
次
文
献
で
あ
れ
ば
例
え
ば
―
―
著
者
も
別
の
注
で
挙
げ
て
い

る
通
り
―
―
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
ダ
ッ
レ
ス
・
ラ
ザ
ヴ
ィ
ー
に
よ
る

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
作
品
及
び
関
連
人
物
の
総
覧
が
有
効
で
あ
ろ
う

（M
uḥam

m
ad M

udarris-R
aḍaw

ī, Aḥw
āl w

a Āthār-i N
aṣīr al-D

īn 
Ṭūsī, Tihrān, A

sāṭīr, 1991/92

）。

（
42
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
一
九
頁
。

（
43
）B

enno van D
alen, Edw

ard K
ennedy and M

ustafa Saiyid, “The 
C

hinese-U
ighur C

alendar in Ṭūsī’s Zīj-i Īlkhānī,” Zeitschrift für 
G

eschichte der arabisch-islam
ischen W

issenschaften 11 (1997), 
pp. 119, 129.

（
44
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
二
三
頁
。

（
45
）A

ndrew
 B

oyle, “The Longer Introduction to the ‘Zij-i Ilkhani’ 
of N

asir-ad-D
in Tusi,” Journal of Sem

itic Studies 8 (1963), pp. 
244–254.
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（
46
）B

oyle, “The Longer Introduction to the ‘Zij-i Ilkhani’ of N
asir-

ad-D
in Tusi,” p. 251.

（
47
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
二
九
頁
、
注

三
六
。

（
48
）
前
掲
書
、
下
巻
、
六
五
一
頁
。

（
49
）『
ム
イ
ー
ン
史
選
』
の
史
料
論
と
し
て
は
、例
え
ば
、川
口
琢
司
『
テ
ィ

ム
ー
ル
帝
国
支
配
層
の
研
究
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
七
年
）、

一
二
〇
―
一
六
三
頁
が
あ
る
。

（
50
）Thom

as A
llsen, “Sharing out the Em

pire: A
pportioned Lands under 

the M
ongols,” in A

. K
hazanov and A

. W
ink (eds.), N

om
ads in the 

Sedentary W
orld, London, C

urzon Press, 2001, p. 178, p. 188 n. 
26.

（
51
）M

uʿīn al-D
īn N

aṭanzī, M
untakhab al-Tawārīkh-i M

uʿīnī, Tihrān, 
1957, p. 427.

（
52
）
と
く
に
、
松
田
孝
一
「
フ
ラ
グ
家
の
東
方
領
」『
東
洋
史
研
究
』

三
九
巻
一
号
、
一
九
八
〇
年
（
三
五
―
六
二
頁
）
の
よ
う
な
重
要
か

つ
議
論
に
直
接
関
係
す
る
研
究
に
対
し
て
は
、
言
及
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
投
下
領
と
帝
国
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、川
本
正
知『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
軍
隊
と
戦
争
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
大
元
ウ
ル
ス
領
内
の
も
の

に
つ
い
て
の
研
究
は
、舩
田
善
之「
モ
ン
ゴ
ル( M

ongol)

帝
國(

大
元)

の
華
北
投
下
領
硏
究
」『
中
国
史
学
』
二
四
号
、二
〇
一
四
年
（
一
三
九

―
一
五
六
頁
）
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。
大
元
ウ
ル
ス
に
比
し
て
依
然

と
し
て
未
解
明
の
部
分
の
多
い
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
高
木
小
苗
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
（Sanae Takagi, “The Īnǧū 

in Iran under the Ilkhanate,” O
rient 50 (2015), pp. 77–90

）。

（
53
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
六
四
四
頁
。

（
54
）
大
塚
修
「
史
上
初
の
世
界
史
家
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
―
―
『
集
史
』

編
纂
に
関
す
る
新
見
解
―
―
」『
西
南
ア
ジ
ア
史
研
究
』
八
〇
号
、

二
〇
一
四
年
、
二
五
―
四
八
頁
。

（
55
）
宮
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
九
二
〇
頁
。

（
56
）
前
掲
箇
所
。

　（
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）
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